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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年12月24日(2015.12.24)

【公開番号】特開2015-192875(P2015-192875A)
【公開日】平成27年11月5日(2015.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2015-068
【出願番号】特願2015-116171(P2015-116171)
【国際特許分類】
   Ａ６２Ｃ   3/00     (2006.01)
   Ａ６２Ｃ  35/02     (2006.01)
   Ａ６２Ｃ  31/02     (2006.01)
   Ｇ１０Ｋ  11/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６２Ｃ    3/00     　　　Ｊ
   Ａ６２Ｃ   35/02     　　　Ａ
   Ａ６２Ｃ   31/02     　　　　
   Ｇ１０Ｋ   11/16     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成27年11月9日(2015.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　消火ガス供給源から供給される消火ガスを噴射するノズル部を有する噴射ヘッドと、
　前記噴射ヘッドに着脱可能に設けられる消音装置であって、前記消火対象区画内に消火
ガスを放出する消音装置と、を含み、
　前記消音装置は、
　　前記噴射ヘッドに着脱可能に形成される取付け部、および該取り付け部から、前記消
火ガスの噴射方向に離れて設けられる端壁を含む保持部と、
　　前記保持部に保持された状態で、前記端壁の内面と面接触する一方の端面、前記噴射
ヘッドのノズル部の端面と面接触する他方の端面、および前記一方の端面と前記他方の端
面との間の側面を有する吸音材とを、備え、
　前記噴射ヘッドから噴射された消火ガスが過膨張して衝撃波を発生する前に、該消火ガ
スを前記吸音材に直接流入させ、前記吸音材によって減圧膨張させて該消火ガスの流速を
減速させて、前記吸音材の前記一方の端面および前記側面の少なくともいずれか一方から
、減速させた消火ガスを放出させることを特徴とするガス消火設備。
【請求項２】
　前記吸音材は、柱状の空隙が連続した多孔質金属からなることを特徴とする請求項１記
載のガス消火設備。
【請求項３】
　前記ケーシングは、前記吸音材を前記取付け部側から装填可能に構成されることを特徴
とする請求項１または２記載のガス消火設備。
【請求項４】
　前記ノズル部は、噴射方向下流側の外周部に刻設された外ねじを有し、
　前記取付け部は、内周部に刻設された、該外ねじに螺合する内ねじを有することを特徴
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とする請求項１～３のいずれか１つに記載のガス消火設備。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、消火ガス供給源から供給される消火ガスを噴射するノズル部を有する噴射ヘ
ッドと、
　前記噴射ヘッドに着脱可能に設けられる消音装置であって、前記消火対象区画内に消火
ガスを放出する消音装置と、を含み、
　前記消音装置は、
　　前記噴射ヘッドに着脱可能に形成される取付け部、および該取り付け部から、前記消
火ガスの噴射方向に離れて設けられる端壁を含む保持部と、
　　前記保持部に保持された状態で、前記端壁の内面と面接触する一方の端面、前記噴射
ヘッドのノズル部の端面と面接触する他方の端面、および前記一方の端面と前記他方の端
面との間の側面を有する吸音材とを、備え、
　前記噴射ヘッドから噴射された消火ガスが過膨張して衝撃波を発生する前に、該消火ガ
スを前記吸音材に直接流入させ、前記吸音材によって減圧膨張させて該消火ガスの流速を
減速させて、前記吸音材の前記一方の端面および前記側面の少なくともいずれか一方から
、減速させた消火ガスを放出させることを特徴とするガス消火設備である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また本発明は、前記吸音材は、柱状の空隙が連続した多孔質金属からなることを特徴と
する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また本発明は、前記ケーシングは、前記吸音材を前記取付け部側から装填可能に構成さ
れることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また本発明は、前記ノズル部は、噴射方向下流側の外周部に刻設された外ねじを有し、
　前記取付け部は、内周部に刻設された、該外ねじに螺合する内ねじを有することを特徴
とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
【図１】ガス消火設備に備えられる消火ガス噴射部１１を示す斜視図である。
【図２】消音装置１７の拡大断面図である。
【図３】他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ａを示す拡大断面図である。
【図４】他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｂを示す拡大断面図である。
【図５】他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｃを示す拡大断面図である。
【図６】他の形態のガス消火設備の噴射ヘッド５０を示す断面図である。
【図７】図６に示す噴射ヘッド５０による効果を説明するための断面図である。
【図８】他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置６０を示す拡大断面図である。
【図９】他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置６０ａを示す拡大断面図である。
【図１０】他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｄを示す拡大断面図である
。
【図１１】消音装置１７ｄによる消音効果を説明するためのグラフである。
【図１２】他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｅを示す拡大断面図である
。
【図１３】本発明の実施形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｆを示す拡大断面
図である。
【図１４】他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｇを示す拡大断面図である
。
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【図１５】他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｈを示す拡大断面図である
。
【図１６】従来技術のガス消火設備で用いられる消火ガス噴射部１を示す斜視図である。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　図１は、消火設備に備えられる消火ガス噴射部１１を示す斜視図である。本実施形態の
ガス消火設備は、建物の消火対象区画内に設けられ、高圧の消火ガスを前記消火対象区画
内の空間に向けて噴射するノズル部１２を有する噴射ヘッド１３と、噴射ヘッド１３が接
続され、噴射ヘッド１３に高圧の消火ガスを導く導管１４と、導管１４に高圧の不活性ガ
スを供給する消火ガス供給源１５と、噴射ヘッド１３に設けられ、ノズル部１２に形成さ
れるノズル孔１６から噴射される消火ガスの噴射による噴射音などに起因して発生する音
響を減衰させる消音装置１７とを含む。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　図３は、他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ａを示す拡大断面図である
。なお、前述の実施形態に対応する部分には、同一の参照符を付す。本実施形態の前記消
音装置１７ａは、円筒状の周壁２５と、周壁２５の軸線方向一端部に該周壁２５の軸線に
垂直に形成される端壁２６と、周壁２５の軸線方向他端部に、噴射ヘッド１３が一体的に
形成される取付け部２７と、噴射ヘッド１３のノズル部１２における消火ガスの噴射方向
下流側に臨む部分２８に設けられる内筒体２９とを含む。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　図４は、他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｂを示す拡大断面図である
。本実施形態の消音装置１７ｂは、円筒状の周壁３５と、周壁３５の軸線方向一端部に該
周壁３５の軸線に垂直に形成される端壁３６と、周壁３５の軸線方向他端部に噴射ヘッド
１３に着脱可能に形成される取付け部３７とを有する。端壁３６には、複数の通気孔３８
が該端壁３６の厚み方向に貫通して形成される。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　図５は、他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｃを示す拡大断面図である
。なお、前述の実施形態に対応する部分には、同一の参照符を付す。本実施形態の消音装
置１７は、円筒状の周壁４１と、周壁４１の軸線方向一端部に該周壁４１の軸線に垂直に
形成される端壁４２と、周壁４１の軸線方向他端部に、噴射ヘッド１３に着脱可能に形成
される取付け部４３とを有する。周壁４１には、複数の通気孔４４が該周壁４１の厚み方
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向に貫通して形成される。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　図６は、他の形態のガス消火設備の噴射ヘッド５０を示す断面図であり、図７は図６に
示す噴射ヘッド５０による効果を説明するための断面図である。なお、前述の実施形態に
対応する部分には、同一の参照符を付す。本実施形態のガス消火設備は、建物内に設けら
れ、高圧の消火ガスを前記建物内の空間に向けて噴射するノズル部１２を有する噴射ヘッ
ド５０と、噴射ヘッド５０が接続され、噴射ヘッド５０に高圧の消火ガスを導く導管１４
と、導管１４に高圧の消火ガスを供給する消火ガス供給源１５とを含む。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　図８は、他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置６０を示す拡大断面図である。
なお、前述の実施形態に対応する部分には、同一の参照符を付す。本実施形態の消音装置
６０は、円筒状の周壁６１と、周壁６１の軸線方向一端部に、枝管１９に着脱可能に形成
される取付け部６２と、周壁６１の軸線方向他端部に、噴射ヘッド１３に着脱可能に形成
される取付け部６３と、前記一端部に該周壁６１の軸線に垂直に形成される端壁６４と、
前記他端部に該周壁６１の軸線に垂直に形成される端壁６５とを有する。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　図９は、他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置６０ａを示す拡大断面図である
。なお、前述の実施形態に対応する部分には、同一の参照符を付す。本実施形態の消音装
置６０ａは、円筒状の周壁６１と、周壁６１の軸線方向一端部に、枝管１９に着脱可能に
形成される取付け部６２と、周壁６１の軸線方向他端部に、噴射ヘッド１３に着脱可能に
形成される取付け部６３と、前記一端部に該周壁６１の軸線に垂直に形成される端壁６４
ａと、前記他端部に該周壁６１の軸線に垂直に形成される端壁６５とを有する。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　図１０は、他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｄを示す拡大断面図であ
る。消音装置１７ｄは、たとえば消火対象区画の壁面に設けられる噴射ヘッド１３に取付
けられて好適に使用される。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００５５】
　図１２は、他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｅを示す拡大断面図であ
る。消音装置１７ｅは、たとえば消火対象区画の天井に設けられる噴射ヘッド１３に取付
けられて好適に使用される。なお、前述の実施形態に対応する部分には、同一の参照符を
付す。本実施形態の前記消音装置１７ｅは、円筒状の周壁８１と、周壁８１の軸線方向一
端部に該周壁８１の軸線に垂直に形成される端壁８２と、噴射ヘッド１３に着脱可能に形
成される取付け部８３を有し、周壁８１の軸線方向他端部に該周壁８１の軸線に垂直に形
成される端壁８４と、端壁８２と端壁８４との間に、周壁８１の軸線に垂直に形成される
障壁８５と、噴射ヘッド１３から噴射される消火ガスを、周壁８１、端壁８２および障壁
８５によって規定される内部空間である消音室８６に導く円筒状の導通管８７と、周壁８
１、端壁８４および障壁８５によって規定される内部空間である消音室８８内の消火ガス
を消音装置１７ｅの外部に導く円筒状の複数の通気管８９ａとを含む。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　図１３は、本発明の実施形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｆを示す拡大断
面図である。なお、前述の実施形態に対応する部分には、同一の参照符を付す。消音装置
１７ｆは、たとえば消火対象区画の壁面に設けられる噴射ヘッド１３に取付けられて好適
に使用される。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　図１４は、他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｇを示す拡大断面図であ
る。なお、前述の実施形態に対応する部分には、同一の参照符を付す。本実施形態におい
て、消音装置１７ｇは、たとえば消火対象区画の壁面に設けられる噴射ヘッド１３に取付
けられる。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　図１５は、他の形態のガス消火設備に備えられる消音装置１７ｈを示す拡大断面図であ
る。なお、前述の実施形態に対応する部分には、同一の参照符を付す。本実施形態におい
て、消音装置１７ｈは、たとえば消火対象区画の壁面に設けられる枝管１９に噴射ヘッド
１３を介して装着される。
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